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photo  たのしむべ！フェスティバル　三輪車レース

特集 / Feature

次世代エネルギーパーク開業
○ Pick Up Topics
2,800 発の花火 六ヶ所の春空を彩る―'10 たのしむべ！フェスティバル

負けないよ。追い越すぞ。
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「
’10
た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
５
月
８
日
、
９
日
の
二
日

間
、
大
石
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
開
幕
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
。
昨
年
と
比
べ
て
少
し
肌
寒
い
天

気
で
し
た
が
、
今
年
も
多
数
の
来
場

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
・
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
音
楽

の
共
演
も
予
定
通
り
行
わ
れ
、各
チ
ー

ム
の
迫
力
の
演
舞
と
幻
想
的
な
レ
ー

ザ
ー
光
線
に
、
来
場
者
た
ち
か
ら
歓

声
や
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

９
日
も
特
設
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
、

各
種
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
だ
よ
う
す
で
し
た
。

　

ま
た
、特
別
イ
ベ
ン
ト
で
は
、ハ
ー

レ
ー
展
示
会
や
は
し
ご
自
動
車
体
験

や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

〈
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
〉

■
第
20
回
王
杯
争
奪
野
球
大
会
（
８
日
）

▽
優
勝　

泊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
準
優
勝

　

六
ヶ
所
南
同
▽
第
３
位　

千
歳
平
同

■
第
２
回
六
ヶ
所
村
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
交
流
会
（
８
日
）
▽
優
勝　

大
畑

Ｍ
Ｖ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
準
優
勝　

横

浜
町
同
▽
第
３
位　

泊
同

■
た
の
し
む
べ
フ
ェ
ス
記
念
第
２
回
六
ヶ

所
村
ス
ポ
少
ミ
ニ
バ
ス
競
技
会
（
９
日
）

▽
優
勝　

尾
駮
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
準
優
勝　

千
歳
平
同

▽
第
３
位　

上
北
ミ
ニ
バ
ス
同

Ta noshimube!Festival

2,800 発の花火
六ヶ所の春空彩る
'10たのしむべ！フェスティバル

　今日はハーレーやはしご
車に乗りました。初めての
フェスティバルですが、と
て も 充 実 し た ま つ り で す。
一日中いても飽きませんね。

一日中楽しめる祭りですね

名久井英樹さん・千賀子さん・
彩花ちゃん（おいらせ町）

　三輪車は得意なので、優
勝できてうれしい。帰って
から、景品の DS で遊びたい。
　仮面ライダー W ショーも
おもしろかったよ。

三輪車レースでＤＳ獲得

大久保和哉くん
（三沢市）

　あんこう鍋がとてもおい
しかったです。今日は体育
館でバレーを指導。村の子
どもたちは素直で元気。教
えがいがありました。

あんこう鍋おいしかった

江畑幸子さん、張芳赫さん、
戸崎琴美さん

（茨城県日立市「日立リヴァーレ」メンバー）

フ ェ ス テ ィ バ ル は ２ 回 目。
仮面ライダー W ショーを見
ました。公園内にアスレチッ
クが新しくできたので、哲
太と楽しみにしてきました。

仮面ライダーかっこよかった

寺沢美穂さん・哲太くん
（六ヶ所村）

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ●フェスティバル来場者

1_ 村が交流を続ける韓国ヤンヤン郡から今年も訪問団が来村。
鏡割りを行うパク・サンミン住民生活支援課長（右から２人目）
と村関係者　２_ハーレー展示会で体験乗車が行われた　３_会
場にいた子どもがＫＵＲＯのマジックに挑戦　４_味わい・ふれ
あい横丁では村内企業もブースを開設。ターゲットフリスビーに
挑戦する子どもたち　５_緑の少年団はツツジなどの苗木を配布
しました　6_渡辺直美・COWCOWのお笑いショーにはたくさん
の観客が訪れました

2,800 発の花火と
レーザー光線が夜
空を幻想的に演出
しました

1

2

6

4 3

5
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六
ヶ
所
村
で
「
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク（
以
下
、エ
ネ
パ
ー
ク
）」

事
業
が
開
業
し
、
村
内
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
施
設
へ
の
見
学
者
の
受
付
業
務

が
始
ま
り
ま
し
た
。
役
場
企
画
調
整

課
内
に
開
設
さ
れ
た
エ
ネ
パ
ー
ク
事

務
局
で
は
、
エ
ネ
パ
ー
ク
の
運
営
の

ほ
か
、
村
内
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
施
設
（
６
テ
ー
マ
７
施
設
で
パ
ー

ク
構
成
：
左
下
参
照
）
の
見
学
申
し

込
み
の
調
整
を
行
い
ま
す
。今
ま
で
、

見
学
希
望
者
が
個
々
の
施
設
に
行
っ

て
い
た
見
学
申
し
込
み
が
一
括
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
世
代
エ
ネ
パ
ー
ク
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
理
解
を
深
め
る

　
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」

と
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
多

く
の
人
た
ち
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
事

業
。
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
が
平
成
19
年
度
か
ら
全
国
的
に
展

開
し
て
い
る
事
業
で
、
21
年
度
ま
で

に
25
カ
所
の
県
や
市
町
村
な
ど
を
認

定
。
各
パ
ー
ク
で
は
、太
陽
光
発
電
、

風
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

地
熱
、
水
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
、
各
地
域
の
取
り
組
み

を
生
か
し
た
パ
ー
ク
構
成
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

地
球
に
優
し
い

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
始
め
た
背
景

に
は
、
燃
料
価
格
の
高
騰
と
地
球
温

暖
化
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

諸
外
国
の
経
済
成
長
に
伴
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
拡
大
は
燃
料
価
格

の
高
騰
を
招
き
、
石
油
な
ど
の
化
石

燃
料
の
消
費
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

は
、
地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
約

４
％
と
極
め
て
低
い
日
本
に
と
っ

て
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
確
保
は
急
務
。
ま
た
、

　　　　　　今、そして未来のエネルギーを探りに
　　　　　　「六ヶ所村次世代エネルギーパーク」へ行こう

　六ヶ所村次世代エネルギーパークの魅力は、半径５㎢（施設間移動時間
各 20 分以内）圏内に、６テーマ７施設のエネルギー関連施設が集積して
いること。施設間の移動時間のロスが少なく、化石燃料（石油）から自然
エネルギー（風力）まで、過去・現在・未来のエネルギーが効率よく学べ
ます。
　パーク間の移動には、家庭用電源で充電できる「プラグイン・ハイブリッ
ド車」の貸し出しも行います。
　
　役場企画調整課内にあるパーク事務局では、パークツアーの調整や
受付業務を行います。同パークのホームページ（http://www.rokkasho.
jp/6energypark/index.html）にアクセスすると、施設ごとの見学受け入れ
可能状況が確認できます。見学希望者が時間や興味に合わせて、ツアーを
組み立てる目安になります。

■六ヶ所次世代エネルギーパーク事務局（役場企画調整課内）
　℡ 0175（72）2111（内線 354）

●エネパーク３つのコンセプト
①体験型情報発信
　来場者が次世代のエネルギーを実際に見て触れることができる「体験」を通じ
て理解を深められるパーク。
②旧・今・新のエネルギー
　過去や現在、未来のエネルギーについて時代背景やエネルギー構造、その移り
変わりをたどりながら、エネルギーの重要性について理解できるパーク。
③自立×協調型の事業運営
　各施設は自立性を維持しつつ、情報、来場者へのサービス提供では施設間が密
に連携するパーク。

加
速
す
る
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
た

め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し

低
炭
素
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
え
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
地
球
温

暖
化
の
緩
和
の
た
め
に
は
、
地
球
環

境
に
優
し
い
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
着
実
な
普
及
図
る

エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
・
エ
ネ
パ
ー
ク
整
備

　

村
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
踏
ま
え
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
着
実
な
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、「
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
・
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク
整
備
プ
ラ
ン
」
を
19
年

度
に
策
定
。新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
・

活
用
や
、
環
境
と
調
和
し
た
地
域
づ

く
り
、
地
域
の
持
続
的
発
展
、
地
球

環
境
の
保
全
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
が
集
積
す
る

村
の「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」

構
想
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
20
年
２
月
、「
六
ヶ
所
村

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
が
認

定
。
村
は
同
年
、
有
識
者
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る

「
六
ヶ
所
村
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
パ
ー
ク

事
業
の
検
討
を
行
い
、
本
年
５
月
、

エ
ネ
パ
ー
ク
を
開
業
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
見
て
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
「
ふ
れ
る
」。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
理
解
促
進
を
図
る
事
業
「
六
ヶ
所
村
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

パ
ー
ク
開
業
を
機
に
、
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。
地
球
の
未
来
、
六
ヶ
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

　
未
来
に

つな
げ、Nature&Energy

六ヶ所村次世代エネルギーパーク

　
特
集
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
未
来
へ
つ
な
ご
う
。
―
「
六
ヶ
所
村
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
開
業

4Rokkasho●2010-65 Rokkasho●2010-6

「六ヶ所村次世代エネルギーパーク」は、
下記のエネルギー関連施設で構成されています。

* 現在見学が可能なのは、＊印の６テーマ 7 施設です。

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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エ
コ
エ
ネ
ビ
レ
ッ
ジ
・
六
ヶ
所
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
情
報
発
信
を

　

ゆ
っ
く
り
と
、
時
間
を
か
け
て
進

む
地
球
温
暖
化
。
世
界
各
地
で
は
、

大
雨
や
異
常
高
温
・
低
温
な
ど
の
異

常
気
象
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め

に
、
世
界
各
国
、
日
本
で
も
い
ろ
い

ろ
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
、
ゴ
ミ
の
削
減
を
め
ざ
す
循

環
型
社
会
の
形
成
、
炭
素
吸
収
量
の

増
加
を
め
ざ
す
植
林
活
動
…
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
支
え
る
の
は
、
地
球
上

で
暮
ら
す
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
。

家
電
の
省
エ
ネ
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
な
ど
「
少
し
ず
つ
、
で
き
る

こ
と
」
の
積
み
重
ね
が
そ
の
活
動
に

広
が
り
を
も
た
ら
し
ま
す
。
　

　
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
知
識
を
身

近
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
村
・
六
ヶ
所
。
未
来
へ
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
次
世
代

へ
よ
り
よ
い
環
境
を
残
す
た
め
に
、

六
ヶ
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
は

日
々
研
究
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
こ
に
い
る
わ
た
し
た
ち

が
そ
の
理
解
を
深
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
思
う
こ
と
。
そ
れ
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
六
ヶ
所
に
住
む
わ
た
し

た
ち
が
で
き
る
取
り
組
み
の
第
一
歩

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
参
考
）「
六
ヶ
所
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ジ
ョ
ン
・
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

整
備
プ
ラ
ン
」

　今のわたしたちの生
活には、電気を使うも
のがたくさんあふれて
います。
　しかし、生活が便利
になった分、地球温暖
化が進み省エネが呼び
かけられています。わたしは、省エネには興味は
なく何もしていませんでした。そんなときに、ゲ
ストティーチャーの葛西さんがエネルギーについ
て授業をしてくれました。その中で、エネルギー
がなくなると車が走らなくなったり、輸入してい
る食料が手に入らなくなるという事を聞き、わた
しはエネルギーがなくなると大変だと思いました。
そこで家でできる身近な事から始めてみようと考
えました。電気・テレビのつけっぱなしなど注意
して省エネを心がけたいと思います。
　今、六ヶ所村では新しいエネルギー開発が進ん
でいます。未来の六ヶ所は、エネルギーに関連す
る施設がたくさん増えて地球に優しい環境が作ら
れていると思います。そしてわたしたちが大人に
なるまでに地球温暖化が少しでも良くなるように
身の回りの事から省エネをしたいと思います。

　
「
六
ヶ
所
村
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
は
５
月
18
日
、　

文

化
交
流
プ
ラ
ザ｢

ス
ワ

ニ
ー
」
で
開
か
れ
、
関

係
者
約
80
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
古

川
健
治
村
長
は
「
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

の
整
備
は
、
最
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
が
集
積
す
る
本
村
に
と
っ
て
、
観

光
や
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
も
大
変

意
義
が
あ
る
。
新
た
な
産
業
の
集
積

と
科
学
技
術
創
造
圏
の
実
現
に
つ
な

が
る
」、
経
産
省
東
北
経
済
産
業
局

の
山
本
昭
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部

長
が
「
地
球
環
境
問
題
は
大
き
な
社

会
問
題
。
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
が
こ
れ
ら
の
課
題
を
考
え
る
一
助

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
述

べ
、
エ
ネ
パ
ー
ク
が
生
み
だ
す
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
の
概
要
説
明
は
六
ヶ
所
村

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
整
備
推

進
協
議
会
の
高
橋
晋
会
長
が
行
い
ま

し
た
。
高
橋
会
長
は
「
村
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
者
は
少
し
で
も
多
く
の

　　　　　　　　
　　　　　　　　貝塚遥花さん　

　　　　　　　　　現在、エネルギーの
　　　　　　　　　供給は火力や水力に
　　　　　　　　　頼っている状況だけ
ど、風力や太陽光などもっとクリーンな
自然エネルギー開発が発展して欲しい。
　出かけるときに、水筒にお茶を入れて
持っていったりしています。なるべくゴ
ミが出ないよう心がけています。

未
来
の
可
能
性
、
選
択

肢
を
作
り
上
げ
る
こ
と

に
日
々
努
力
し
て
い
る
。

見
て
、
聞
い
て
、
触
れ

て
、
そ
し
て
自
分
た
ち

が
選
択
す
べ
き
、
作
り

上
げ
て
い
く
べ
き
未
来

を
、
自
分
自
身
で
考
え

る
場
所
が
こ
の
六
ヶ
所

村
に
は
そ
ろ
っ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
は
、
第
一
中
学
校
の
野

坂
茉
美
さ
ん
。「
未
来
の
六
ヶ
所
」

「
エ
ネ
パ
ー
ク
」
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
理
解
だ
け
で
な
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る
場
所

意見発表

「未来の六ヶ所」

　　　　　　　　　
　　　　　　　　久保健人さん　

　　　　　　　　　核融合の説明を受け
　　　　　　　　　て、想像よりも研究
　　　　　　　　　が進歩していること
を知りました。夢のエネルギーの研究開
発がぜひ成功して欲しい。
　普段、部屋の電気やストーブをこまめ
に消したり、シャワーを出しっぱなしに
しないなど気をつけています。

　　　　　　　　　
　　　　　　　　田村聡乃さん

　　　　　　　　　身近にあっても仕組
　　　　　　　　　みがわからなかった
　　　　　　　　　風力発電。とても勉
強になりました。トリジェネレーション
にも興味があるので、トヨタフリーリテッ
クの見学をしてみたい。
　Co2 削減のため、買い物にはなるべくエ
コバックを持っていくようにしています。

　
未
来
に

つな
げ、Nature&Energy

六ヶ所村次世代エネルギーパーク

開業を祝し、テープカットが行われました

エコ・パワー㈱で、斉藤正人所長から
発電の説明を受ける第一中の生徒たち
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Voice エネパークを見学して。
わたしのエコ。

と
題
し
て
、
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
へ
の
期
待
を
述

べ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
、
出
席
者

が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
施

設
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
グ
ル
ー
プ
の
第
一
中
学
校
の

生
徒
た
ち
は
、
エ
コ
・
パ
ワ
ー
㈱
む

つ
小
川
原
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
と
国

際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を

見
学
。
風
力
発
電
の
仕
組
み
や
核
融

合
研
究
の
現
状
を
学
び
ま
し
た
。

第一中学校３年

野坂 茉美
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第一中学校３年

第一中学校３年

第一中学校３年

Tamura Satono

Kubo Kento

Kaizuka Haruka

Nozaka Mami

Kasai Naoto

　わたしたちの生活とエネルギーは密接に関わっています。エネル
ギー関連施設が集積する村は、その課題や問題を身近に考えることが
できる適地。エネパークが環境教育、企業研修、仲間同士での勉強会
など、幅広い年齢層の人々に活用して欲しいと思います。
　村では、エネルギーを有効かつ効率的に使う * スマートグリッドや
地熱利用などの技術開発も進んでいます。今あるエネルギーを活用し
新たな技術を創出する―。六ヶ所だからこそできる取り組み：ビジネ
スチャンスの可能性も期待できるでしょう。
　エネルギーの理解促進、新たな産業の創出、そして六ヶ所への集客
観光資源…エネパークが村にとってさまざまな可能性のきっかけにな
ることを願っています。企画調整課　主幹

葛西 尚人

エネパークが
多様な可能性の
きっかけに

●次世代エネルギーパーク担当

＊スマートグリッド　ICT（情報通信技術）を利用して発電・送電・配電・電力利用をインテリジェント化すること。エネルギー
の効率利用の観点から大きな注目を集めている。日本風力開発グループが本年８月、尾駮レイクタウン北地区内で実証モデルを実
施予定。

Voice
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六ヶ所トピックス

もっともっと長生きしてね
木村廉三さん（尾駮）が満 100 歳

　木村廉三さんが 5 月 1 日、めでたく 100 歳を迎えました。同日
ぼんてん荘で『木村廉三氏百寿セレモニー』が開かれ、木村さん
の家族や入所者 50 人などが木村さんの満 100 歳を祝いました。
　同セレモニーで古川健治村長は、廉三さんに顕彰状と百歳祝
金の目録を手渡し、「１世紀の人生の年輪を重ねられた木村さん
の努力や苦労の上に築かれた郷土でわたしたちは恩恵を享受し
ている。改めて感謝したい」とあいさつ。木村さんの四男の常
紀さんは「親族、ぼんてん荘の介護員の方々のおかげで今日を
迎えることができた」と感謝を述べました。長女の松田みねさ
んと四女の江刺家ヤヨさんは「孫たちも喜んでいる。もっともっ
と長生きして欲しいですね」と笑顔。また、村最高齢 103 歳の
中嶋金之焏さんから廉三さんへお祝いの花束が贈られました。

実証炉実現への確実な一歩
核融合エネルギー研究センター完成式典

　国際核融合エネルギー研究センター施設完成記念式典が 4 月
27 日、文化交流プラザ「スワニー」で開かれました。
　式典では、主催者である日本原子力研究開発機構の岡﨑俊雄
理事長が「安全性を最優先に、世界をリードする研究成果を国
内外に発信したい」とあいさつ。坂田東一文部科学省事務次
官、三村申吾県知事のあいさつに続き、古川健治村長は「国際
研究開発拠点を目指す本村にとって、世界最先端の核融合エネ
ルギー開発に向けた科学技術研究、技術的実証が六ヶ所村で行
われていることを世界へ発信し、多くの研究者が本村を訪れて
くれることを願う」と述べました。
　同センターは日本原燃㈱再処理工場の南側。記念式典前に、
原型炉工学研究開発棟、計算機・遠隔実験棟、材料照射施設の
３施設が、関係者に公開されました。

ＲＩ熱応用研究と教育の拠点
東北大サイクロトロン・RI センターが完成

分室の職員から説明を受ける見学者たち

Rokkasho Topics

きれいな村をPRしたい
村建設業協会が道路・歩道清掃

　六ヶ所村建設業協会（蘇武昭男会長、会員 15 社）は 4 月 30
日と 5 月 6 日の 2 日間、六ヶ所郵便局から村立郷土館前（村
道尾駮幹線 3 号～県道六ヶ所―横浜線）までの約 4 キロメー
トルの道路・歩道清掃ボランティアを実施しました。
　場所は交通量の多い道路。会員たちは歩道に捨てられた空き
缶などのゴミや道路脇の土砂などを集め、タイヤショベルやダ
ンプに収集していました。作業にあたった鳥山土木工業㈱の小
泉光幸さんは「これからフェスティバルなどで村に観光客が訪
れるので、きれいな村だと思ってもらえれば」と話していました。
　今回の清掃作業は同会の環境美化活動の一環で、本年度初の
取り組み。蘇武会長は「今後も村内の道路で汚れているところ
があれば、順次清掃をやっていきたい」と話していました。

プロの指導と技に目輝かせて
村スポ少主催春季野球教室開かれる

　六ヶ所村スポーツ少年団主催の春季野球教室が 4 月 17 日、
大石総合運動公園第３球場で開かれ、泊スポーツ少年団（大関
弘則監督、団員 11 人）と尾駮ベースボールクラブスポーツ少
年団（橋本篤哉代表、団員 15 人）の団員が指導を受けました。
　元読売巨人軍の佐々木明義さんと県内の社会人野球チーム

「ブルーズヨシフォレスト」の柴崎真也さんと高田英治さんが
約３時間にわたって、守備練習や打撃練習などを熱心に指導。
参加者たちは、丁寧なアドバイスを受けたり、プロの技を間近
に見たりと、終始目を輝かせていました。
　指導終了後は、読売巨人軍の坂本勇人選手、ラミレス選手な
どのサイン色紙を景品としたバントゲームが行われ、参加者た
ちは大きな盛り上がりを見せていました。佐々木明義さん（右から２人目）から指導を受ける参加者たち

清掃作業を行う協会員たち

太陽のモニュメント上で関係者と握手する古川村長（右から４人目）
と尾駮小・インターナショナルスクールの生徒たち

（左から）山口成明村社会福祉協議会長、古川村長、廉三さんと
廉三さんの家族

　東北大学（井上明久総長）サイクロトロン・ラジオアイソトー
プ（RI：放射性同位元素）センター六ヶ所村分室が完成し、5
月 10 日に見学会が開かれました。分室は尾駮地区に整備。同
大の准教授たちが常駐し、日本原燃㈱の再処理工場から出され
る廃棄物に含まれる RI の応用研究を行います。見学会に先立ち
開かれた完成記念式典には、関係者約 60 人が出席し、分室の完
成を祝いました。
　また、村は 6 年前から地域活性化の一環として、村内中学校生
徒が同大の授業を体験する「仙台科学技術体験ツアー」を行うなど、
同大との交流を深めています。石井慶造同センター長は「生徒た
ちには体験ツアーを通してこの研究や大学に興味を持って欲しい。
村に東北大が根付くことを願っています」と話していました。

野菜づくりの楽しさ味わって
インターナショナルファミリーガーデン開園

　村在住外国人などにガーデニングや農業を楽しんでもらおう
と村が整備していたインターナショナルファミリーガーデンが
完成し、5 月 22 日、オープニングセレモニーが開かれました。
　セレモニーには 10 人が出席しました。戸田衛村国際交流推
進委員長が「野菜づくりの楽しさを味わうとともに村民とのふ
れあいの場になってほしい」とあいさつ。出席者と共に看板の
序幕を行いました。
　ガーデンは一区画 5㎡を 10 区画用意。参加者たちは自分の
場所にさっそくトマトやナスなどの苗を植えていました。ドイ
ツ人のフリードリッヒさんは「色とりどりの花を植えてドイツ
の旗をつくりたい」、インド人のムケシュさんは「日本の野菜
の作り方をたくさん覚えたい」と笑顔で話していました。ガーデンに苗を植える参加者たち
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こ
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
、
東
京
電
力
㈱
東
通
原

子
力
発
電
所
の
原
子
炉
の
設

置
の
許
可
申
請
に
関
し
、
当

該
原
子
炉
の
固
有
の
安
全
性

に
つ
い
て
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
お
よ
び
質
問
を
聞

き
、
こ
れ
を
参
酌
す
る
た
め

に
、
原
子
力
安
全
委
員
会
の

主
催
で
開
催
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
関
連
の
資
料
は

青
森
県
庁
、
東
通
村
役
場
、

む
つ
市
役
所
本
庁
舎
、
む
つ

市
役
所
川
内
庁
舎
、
む
つ
市

役
所
大
畑
庁
舎
、
む
つ
市
役

所
脇
野
沢
庁
舎
、
横
浜
町
役

場
、
六
ヶ
所
村
役
場
、
上
北

地
域
県
民
局
、
下
北
地
域
県

民
局
、
原
子
力
公
開
資
料
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
意
見

な
ど
を
述
べ
る
こ
と
を
希
望

す
る
人
、
ま
た
は
一
般
傍
聴

を
希
望
す
る
人
は
次
の
と
お

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

開
催
期
日
に
お
い
て
、
東

通
村
、
む
つ
市
、
横
浜
町
、

六
ヶ
所
村
に
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
在
住
す
る
満
20
歳
以

上
の
人

■
応
募
締
め
切
り

６
月
27
日
日（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法

○
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
し
て

意
見
な
ど 

を
述
べ
る
こ
と
を

希
望
す
る
人

　

住
所
（
郵
便
番
号
を
付

記
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付

記
）、
電
話
番
号
、
年
齢
お

よ
び
意
見
な
ど
の
要
旨
（
１
，

２
０
０
字
以
内
）
を
記
載
し

た
届
出
書
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
（
下
図
①
参
照
）。

○ 

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
出
席
を
他

者
（
満 

20
歳
以
上
の
人
に
限

り
ま
す
。）
に
委
任
し
て
意

見
な
ど
を
述
べ
る
こ
と
を
希

望
す
る
人

　

委
任
者
の
住
所
（
郵
便
番

号
を
付
記
）、
氏
名
（
ふ
り

が
な
を
付
記
）、
電
話
番
号
、

年
齢
お
よ
び
意
見
な
ど
の
要

旨
（
１
，
２
０
０
字
以
内
）

な
ら
び
に
出
席
す
る
人
の

住
所
（
郵
便
番
号
を
付
記
）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
記
）、

電
話
番
号
お
よ
び
年
齢
を
記

載
し
た
届
出
書
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
（
下
図
②
参
照
）。

　

届
出
書
に
は
、
封
筒
の
表

に
「
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
意
見

等
陳
述
要
旨
」
と
必
ず
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

　

意
見
な
ど
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
時
間
は
、
再
質
問
を

す
る
時
間
も
含
め
、
１
人
当
た

り
合
計
10
分
程
度
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
目
的
に
か
ん
が
み
、
意
見

な
ど
の
内
容
が
当
該
原
子
炉

の
固
有
の
安
全
性
に
関
係
し

な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
、

応
募
で
き
ま
せ
ん
。（
そ
う
し

た
応
募
は
無
効
に
し
ま
す
。）

○
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
一
般
傍
聴

を
希
望 

す
る
人

　

往
復
は
が
き
に
住
所
（
郵

便
番
号
を
付
記
）、
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
記
）、
電
話
番

号
、
年
齢
、「
公
開
ヒ
ア

リ
ン
グ
一
般
傍
聴
希
望
」

の
旨
お
よ
び
返
信
は
が
き

の
宛
先
を
記
載
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
（
下
図
③

参
照
）。

■
結
果
の
お
知
ら
せ
な
ど

　

原
子
力
安
全
委
員
会
が

届
出
者
、
応
募
者
あ
て
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
意
見

な
ど
の
重
複
が
あ
る
な
ど

の
場
合
や
、
傍
聴
の
希
望

が
多
数
の
場
合
は
、
選
定
・

抽
選
し
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
者
の
氏
名
、

住
所
な
ど
の
情
報
に
つ
い

て
は
、
応
募
者
の
居
住
地

の
確
認
な
ど
の
た
め
に
地

方
自
治
体
等
の
関
係
機
関

に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員

会
事
務
局　

審
査
指
針
課

〒
１
０
０
―
８
９
７
０

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

３
―
１
―
１

℡
０
３
（
３
５
８
１
）
９
９
８
５

※
応
募
は
一
人
一
通
に
限
り
ま
す

東
京
電
力
㈱
東
通
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
の
設
置
に
係
る
公
開
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
〈
内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

■
開
催
日　

８
月
11
日
水　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
会
場　

東
通
村
体
育
館

※
会
場
に
託
児
室
は
用
意
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
①

図
②

図
③

■備考
①用紙の大きさは、なるべく日本工業規格Ａ４にしてください。
②別紙は、なるべく日本工業規格Ａ４の大きさの 400 字詰め原稿用紙
を縦長横書きで使用し、ワープロまたは黒ボールペンを使用の上、楷
書で明瞭に記入してください。

原子力安全委員会に関する情報は、ホームページ〔http://www.nsc.go.jp/〕で見ることができます。
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メンバーにバッティングの指導を行う附田さん

附田幸一 さ
ん

11 年にわたり千歳平カウボーイズを指導。
メンバーの自主性引き出す指導が、チームを強くする。

　
「
行
け
！
」「
来
い
！
」

　

千
歳
平
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

響
き
渡
る
、
元
気
で
力
強
い
子
ど
も

た
ち
の
声
。
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
千

歳
平
カ
ウ
ボ
ー
イ
ズ
（
佐
藤
和
哉

キ
ャ
プ
テ
ン
、
部
員
13
人
）」
の
メ

ン
バ
ー
が
、
投
球
や
打
撃
練
習
を

行
っ
て
い
る
。

　
「
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
動
け
よ
」。
一

人
一
人
に
目
を
配
り
指
導
を
行
う
監

督
の
附
田
幸
一
さ
ん
。
メ
ン
バ
ー
は

附
田
さ
ん
の
指
導
を
聞
き
逃
さ
な
い

よ
う
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
。

「
次
に
ど
う
動
く
か
」。
技
術
生
か
す
心
の
強
さ
育
て
た
い

●つくだ・こういち
六ヶ所村倉内字笹
崎（睦栄）在住。
六ヶ所保安サービ
ス㈱勤務。千歳平
カウボーイズ監督。
交替勤務の合間を
ぬって子どもたちに
野球を教えている。
今年で指導 11 年目
になった。

よ
く
あ
る
熱
血
指
導
と
い
う
風
で
は

な
く
、
附
田
さ
ん
は
丁
寧
に
目
を
見

て
確
認
し
な
が
ら
指
導
を
行
う
。

　
「
こ
う
や
れ
と
教
え
る
の
で
は
な

く
、
次
に
ど
う
動
く
か
ヒ
ン
ト
を
与

え
る
だ
け
で
す
」
と
附
田
さ
ん
。
メ

ン
バ
ー
の
自
主
性
を
引
き
出
す
指
導

を
重
要
視
し
て
い
る
よ
う
。

　
「
技
術
は
教
え
れ
ば
す
ぐ
つ
い
て

き
ま
す
。
で
も
メ
ン
タ
ル
面
が
充
実

し
て
い
な
い
と
技
術
は
生
き
て
こ
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ど
う
対
策

を
考
え
る
か
。
頻
繁
に
意
思
疎
通

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」。

そ
し
て
練
習
時
の
厳
し
か
っ
た
顔
を

ふ
っ
と
ゆ
る
ま
せ
る
。「
自
分
の
考
え

を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
チ
ー
ム
の
絆

は
よ
り
深
く
な
る
。
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
り
社
会
に
出
て
も
、
チ
ー

ム
プ
レ
ー
の
考
え
方
は
基
本
に
な
る

と
思
い
ま
す
か
ら
」。
言
葉
の
中
に

愛
情
が
の
ぞ
く
。

　

カ
ウ
ボ
ー
イ
ズ
の
佐
藤
キ
ャ
プ
テ

ン
は
、「
練
習
で
は
厳
し
い
け
ど
、

ふ
だ
ん
の
監
督
は
と
っ
て
も
お
も
し

ろ
い
」
と
に
っ
こ
り
と
笑
う
。

　

同
チ
ー
ム
は
今
後
、
ほ
ぼ
毎
週
の

よ
う
に
試
合
を
控
え
て
い
る
。
顧
問
の

中
田
大
次
先
生
、
コ
ー
チ
の
鳥
山
進
さ

ん
と
と
も
に
指
導
に
熱
が
入
る
。「
メ

ン
バ
ー
に
は
内
容
の
あ
る
プ
ラ
ス
に

な
る
試
合
を
し
て
欲
し
い
」
と
附
田
さ

ん
。
ま
た
、
村
内
の
チ
ー
ム
と
合
同
で

青
森
県
ス
ポ
少
年
軟
式
野
球
大
会
や

楽
天
杯
、
村
内
外
の
チ
ー
ム
と
の
練
習

試
合
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　

今
年
、
附
田
さ
ん
は
監
督
と
な
っ

て
11
年
目
を
迎
え
た
。
息
子
・
健
太

さ
ん
の
入
部
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
監

督
就
任
。
健
太
さ
ん
の
卒
業
後
も

チ
ー
ム
に
留
ま
り
指
導
を
続
け
て
い

る
。
最
近
は
、
教
え
子
で
も
あ
る
地

元
千
歳
中
学
校
野
球
部
の
活
躍
ぶ
り

が
め
ざ
ま
し
い
が
、「
部
員
た
ち
は

カ
ウ
ボ
ー
イ
ズ
当
時
か
ら
実
力
が

あ
っ
た
。（
同
部
の
）
監
督
の
指
導

の
た
ま
も
の
で
し
ょ
う
」
と
う
れ
し

そ
う
な
顔
。
野
球
指
導
を
通
じ
て
関

わ
っ
た
カ
ウ
ボ
ー
イ
ズ
の
Ｏ
Ｂ
た
ち

と
は
、「
道
で
会
っ
た
ら
『
よ
お
っ
』

と
気
軽
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
。
そ

ん
な
関
係
が
い
い
で
す
ね
」。
さ
わ

や
か
に
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

PROFILE

歴代メンバーから贈られた
卒業記念の色紙。たくさん
の思い出や感謝がつづられ
ている、附田さんの宝物。
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Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
関
係
の
研
究
者

で
ス
ペ
イ
ン
人
の
ホ
ア
キ
ン

さ
ん
は
、
２
０
０
７
年
の
９

月
に
妻
の
ピ
ラ
ル
さ
ん
、
ヤ

ゴ
く
ん
、
ル
イ
ス
く
ん
、
ア

ル
フ
ォ
ン
ソ
く
ん
の
３
人
の

子
ど
も
た
ち
と
来
村
。
ピ
ラ

ル
さ
ん
と
３
人
の
子
ど
も
た

ち
は
す
で
に
５
月
下
旬
に
帰

国
、
ホ
ア
キ
ン
さ
ん
も
12
月

に
帰
国
す
る
予
定
で
す
。

　
　

日
本
に
来
る
前

　
　

何
を
期
待
し
ま
し
た
か

ピ
ラ
ル
：
日
本
に
来
る
前
は

日
本
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な

く
て
ア
ジ
ア
も
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、
わ
く
わ
く
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ど
う

な
る
か
全
然
分
か
ら
な
か
っ

た
で
す
。

　
　

外
国
人
の
家
族
と
し
て

　
　

六
ヶ
所
村
で
の
生
活
は

　
　

ど
う
で
し
た
か

ピ
ラ
ル
：
村
で
の
３
年
間
は

家
族
と
し
て
最
良
の
年
で
し

　
　

困
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

　
　

た
で
す
か

ピ
ラ
ル
：
村
の
人
た
ち
の
お

も
て
な
し
の
お
か
げ
で
困
っ

た
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

で
す
。
た
だ
日
本
語
は
難
し

い
で
す
か
ら
、
た
ま
に
言
葉

の
壁
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

ホ
ア
キ
ン
：
村
で
の
生
活
は

良
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た

が
、
た
だ
一
つ
残
念
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
太
陽
の
国
と

い
わ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
か
ら
来

る
と
、
六
ヶ
所
村
は
寒
す
ぎ

ま
す
ね
。
し
か
し
冬
の
間
、

家
族
で
い
ろ
い
ろ
な
ス
キ
ー

場
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　

帰
国
前
に

　
　

何
を
一
番
楽
し
み
に

　
　

し
て
い
ま
す
か

ピ
ラ
ル
：
や
っ
ぱ
り
家
族
や

友
人
と
会
う
こ
と
で
す
ね
。

帰
国
し
た
ら
日
本
が
懐
か
し

く
な
る
と
思
う
の
で
、
ス
ペ

イ
ン
で
も
日
本
語
の
勉
強
を

続
け
、
ス
ペ
イ
ン
に
い
る
日

本
人
の
知
人
と
触
れ
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ア
キ
ン
：
わ
た
し
は
12
月

ま
で
六
ヶ
所
村
で
の
単
身
赴

任
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
寂
し

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
。
な
ぜ
な
ら
家
族
で
知
ら

な
い
国
で
、
知
ら
な
い
文
化

や
生
活
を
経
験
で
き
た
か
ら

で
す
。
特
に
感
動
し
た
の
は

日
本
人
の
親
切
さ
で
す
。
ど

こ
に
行
っ
て
も
み
ん
な
笑
顔

で
優
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

ホ
ア
キ
ン
：
日
本
人
の
丁
寧

さ
と
礼
儀
正
し
さ
は
、
わ
た

し
た
ち
の
子
ど
も
に
も
模
範

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
に
帰
っ
て

も
、
子
ど
も
た
ち
に
は
そ
の

行
動
を
忘
れ
ず
に
守
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
日
本
は
と
て
も
安

全
で
、
六
ヶ
所
村
の
よ
う
に

小
さ
く
静
か
な
所
は
、
子
ど

も
の
教
育
に
と
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
最
後
の
半
年
は
、
特

に
日
本
語
の
勉
強
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
研
修
職
員
が

着
任
し
ま
し
た

「
は
じ
め
ま
し
て

 

ヤ
ン
ヤ
ン
か
ら
来
た

 

チ
ェ
・
デ
ヨ
ン
で
す
」

　

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
は
韓
国
の
江

原
道
に
あ
る
人
口
３
万
の
都

市
で
す
。
六
ヶ
所
村
の
よ
う

に
自
然
と
人
間
が
す
み
分
け

し
て
い
て
美
し
い
所
で
す
。

特
に
松
茸
と
鮭
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
有
名
で
、
９
月
に
は

韓
国
の
最
優
秀
の
祭
り
に
選

定
さ
れ
た
松
茸
祭
り
、
10
月

に
は
鮭
の
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

わ
た
し
は
前
か
ら
日
本
に

関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
広
末

涼
子
さ
ん
が
出
演
し
た
「
Ｓ

ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ　

Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
」、

小
野
不
由
美
さ
ん
の
「
十
二

国
記
」、荒
川
弘
さ
ん
の
「
鋼

の
錬
金
術
師
」、
村
上
春
樹

さ
ん
の
「
１
Ｑ
８
４
」
な
ど

が
好
き
で
す
。

　

一
度
は
来
て
み
た
か
っ
た

日
本
に
来
ら
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
だ
日
本
語
が
下
手
で
す

が
続
け
て
勉
強
し
、
今
出
版

　

青
森
県
人
事
委
員
会
お
よ
び

青
森
県
警
察
本
部
は
、
警
察
官

Ａ
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

採
用
予
定
人
員
、
受
験
資

格
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
予
定
人
員

警
察
官
Ａ
（
男
・
女
）　

未
定

■
受
験
資
格　

昭
和
53
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

■
受
付
期
間　

５
月
31
日
月

～
６
月
25
日
金

■
第
一
次
試
験　
７
月
11
日
日

■
試
験
場
所　

青
森
市

　

な
お
、警
察
官
Ａ
（
男
性
）

だ
け
は
、
警
視
庁
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
神
奈
川
県
お
よ
び

静
岡
県
の
警
察
官
を
志
望
す

る
人
も
同
時
に
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
受
験
資
格
な
ど
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ

の
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
験
手
続
、
そ
の
他
の
問

い
合
わ
せ
先

青
森
県
警
察
本
部
警
務
課
採

用
係

℡
０
１
７
（
７
２
３
）
４
２
１
１

（
内
線
２
６
６
３
～
２
６
６
６
）

ま
た
は
県
内
各
警
察
署

■
不
法
滞
在
者
と
は

○
違
法
に
入
国
し
た
後
、
滞

在
期
間
を
過
ぎ
て
も
出
国
し

な
い
外
国
人（
不
法
残
留
者
）

○
不
法
に
入
国
ま
た
は
上
陸

し
た
外
国
人（
不
法
入
国
者
・

不
法
上
陸
者
）

■
外
国
人
を
雇
用
す
る
と
き

は
必
ず
身
分
確
認
を

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合

に
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や

外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
に

よ
り
、
在
留
資
格
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

不
法
滞
在
者
を
雇
用
し
た

り
、
仕
事
を
あ
っ
せ
ん
し
た

り
、
偽
造
旅
券
を
提
供
し
て

不
法
入
国
を
援
助
す
る
こ
と

は
、
入
管
法
（
出
入
国
管
理

お
よ
び
難
民
認
定
法
）
違
反

と
な
り
、
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

万
引
き
は
、
10
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
窃
盗
罪

で
あ
り
、「
し
な
い
」
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、「
さ
せ
な
い
・

み
の
が
さ
な
い
」
た
め
の
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

■
万
引
き
を
「
し
な
い
・
さ

せ
な
い
・
み
の
が
さ
な
い
」

た
め
に

　

子
ど
も
を
指
導
す
る
立
場

に
あ
る
大
人
、
特
に
50
歳
以

上
の
万
引
き
が
成
人
全
体
の

約
７
割
を
占
め
て
お
り
、
規

範
意
識
が
問
わ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
身
の
周
り

で
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
▽
万
引
き
防
止
の

啓
発
・
広
報
活
動
を
継
続
的

に
行
う
こ
と
▽
各
種
店
舗
に

お
け
る
防
犯
環
境
の
整
備

と
、
管
理
者
・
従
業
員
等
の

「
万
引
き
を
絶
対
に
さ
せ
な

い
」
と
い
う
強
い
意
識
の
醸

成
・
高
揚
―
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
店
舗
の
万
引
き
防

止
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
と

し
て
は
、
▽
防
犯
表
示
「
防

犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」「
警
備

員
巡
回
中
」
な
ど
▽
死
角
を

生
じ
さ
せ
な
い
店
舗
の
環
境

整
備
▽
防
犯
カ
メ
ラ
、
防
犯

ミ
ラ
ー
の
設
置
▽
・
警
備
員
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

店
内
巡
回
の
強
化
―
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

■
山
に
出
か
け
る
前
に

・
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で

出
か
け
る

・
家
族
な
ど
に
行
き
先
や

帰
宅
予
定
時
間
を
知
ら

せ
る

・
万
一
に
備
え
、
水
・
食

料
、
ラ
イ
タ
ー
、
雨
具
、

コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電
話

な
ど
を
持
つ

・
体
調
の
悪
い
と
き
や
悪

天
候
の
と
き
は
、
絶
対

に
無
理
を
し
な
い

■
山
に
入
る
と
き
、
山

に
入
っ
た
ら

・
集
合
場
所
の
目
印
と
な

る
大
木
、
木
な
ど
に
ラ

ジ
オ
を
固
定
し
活
用
す

警察官Ａ（大卒）を募集します

万
引
き
は
犯
罪
で
す

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

見
逃
さ
な
い

②4月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
4 月中 累計 累計

15 105 81 ＋ 24

①4月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比4 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

0 0 0 5 0 7 13 0 18 -8 0 -11

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,452 日達成！（4 月 30 日現在）

る
な
ど
、
目
標
物
を
定
め
る

・
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い

位
置
を
確
認
す
る

・
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険

な
場
所
は
避
け
る

・
集
合
時
間
を
必
ず
守
り
、

早
め
の
下
山
を
心
が
け
る

■
万
一
、
迷
っ
た
ら

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず
救

助
隊
を
待
つ

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞

こ
え
た
ら
、
見
通
し
の
よ
い

場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ

て
合
図
す
る

ダダ

インタビューを受けるピラルさん（左）とホアキンさん（中央）

山
菜
採
り
の
遭
難
を

な
く
そ
う

ダ ダ

さ
れ
ま
し
た
「
１

Ｑ
８
４
」
３
巻
は

日
本
語
で
読
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
こ
ち
ら
に

来
て
１
カ
月
し
か

経
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
六
ヶ
所
村
の

皆
さ
ん
は
と
て
も
優
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
年

間
こ
の
美
し
い
六
ヶ
所
村
に

住
む
こ
と
に
な
り
、
と
て
も

ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

　

今
年
の
「
た
の
し
む
べ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
を
見
ま
し
た

が
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
。
で
き
れ
ば
日
本
の
伝
統

も
た
く
さ
ん
吸
収
し
て
帰
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
六
ヶ
所

村
民
の
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国際交流課　ヤンヤン郡研修職員

チェ・デヨン

来
日
外
国
人
の
不
法

滞
在
・
不
法
就
労
者

に
ご
協
力
を

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

こんにちは♪
ダニエルです

インタビュアー・ダニエルが
村在住外国人の声を皆さんに
お届けします。

「村での３年間は家族にとって最良の年でした」
帰国前のホアキンさんとピラルさんにインタビュー
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　医療Medical健康 Health

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

「村の皆さまの安心と笑顔のために」
尾駮診療所に小林医師が着任しました

尾駮診療所　内科医長

小林 只
ただし

 

　

六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ま
、
初

め
ま
し
て
。
４
月
１
日
付
け

で
尾
駮
診
療
所
に
着
任
し
ま

し
た
小
林
只
（
こ
ば
や
し
・

た
だ
し
）
と
申
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
は
埼
玉
県
春
日
部

市
（
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

の
町
？
）。
山
陰
地
方
の
島

根
県
に
あ
る
島
根
医
科
大
学

（
現
在
の
島
根
大
学
医
学
部
、

出
雲
大
社
の
近
く
）
を
卒
業

し
、
昨
年
ま
で
地
域
医
療
振

興
協
会
の
医
師
と
し
て
、
静

岡
県
市
立
伊
東
市
民
病
院
と

関
連
病
院
で
内
科
、
救
急
、

小
児
科
、
整
形
外
科
、
耳
鼻

科
、
疼
痛
科
を
中
心
に
、
外

科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
産
婦

人
科
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
２
月
か
ら
４

月
ま
で
の
３
カ
月
間
、
尾
駮

診
療
所
で
診
療
所
職
員
や
地

域
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ま
な

ざ
し
の
中
、
充
実
し
た
研
修

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
六
ヶ
所
村
の
皆
さ

ま
の
温
か
い
心
と
、
村
で
実

践
し
て
い
る
地
域
医
療
・
家

庭
医
療
の
専
門
性
、
村
の
今

後
の
発
展
性
に
ひ
か
れ
て
、

こ
の
た
び
再
度
六
ヶ
所
村
に

赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第

と
な
り
ま
し
た
。

　

　

話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
趣

味
は
、音
楽（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
演
奏
）、
演
劇
、
旅
行
、

食
べ
る
こ
と
で
す
。
六
ヶ
所

村
の
魚
や
山
菜
は
と
て
も
お

い
し
く
、
い
つ
も
頬
が
落
ち

そ
う
に
な
り
ま
す
。
温
泉
も

大
好
き
で
、
つ
い
こ
の
間
も

ろ
っ
か
ぽ
っ
か
で
入
浴
し
て

き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
に
と
っ
て
も
妻
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
雪
国
へ

の
赴
任
で
す
。
冬
の
寒
さ
に

は
今
か
ら
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
人
間
的
に
も
医

師
と
し
て
も
未
熟
で
す
が
、

少
し
で
も
六
ヶ
所
村
の
皆
さ

ま
の
安
心
と
笑
顔
の
た
め
に

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

多
々
至
ら
な
い
と
こ
ろ
、

特
に
言
葉
が
わ
か
ら
ず
聞
き

返
す
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

今月の歯ッピーエンゼルたち　４月 27 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたちです

近藤 葵ちゃん 沼端 紗采ちゃん

　

糖
尿
病
の
治
療
は
「
食
事

療
法
」「
運
動
療
法
」「
薬
物

療
法
」
の
三
本
柱
か
ら
な
り

ま
す
。

　

血
糖
値
を
良
好
な
状
態
に

保
つ
こ
と
で
合
併
症
の
発
症

を
防
ぎ
、
生
活
の
質
を
落
と

さ
ず
に
、
健
康
な
人
と
同
じ

よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
基
本
は
食
事

療
法
と
運
動
療
法
。
今
回
は

運
動
療
法
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

　

運
動
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
と
血
糖
値
が
下
が
り
、

肥
満
の
解
消
に
も
役
立
ち
ま

す
。
運
動
量
や
方
法
は
、
体

格
年
齢
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

状
態
な
ど
に
よ
っ
て
違
う
た

生活習慣病を知ろう「糖尿病」
―糖尿病の基本治療①―

め
、
必
ず
医
師
の
指
示
を
受

け
て
か
ら
始
め
て
く
だ
さ

い
。

①
毎
日
楽
し
く
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

　

糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
の

た
め
の
運
動
は
、
特
別
な
運

動
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
運
動
と
い
う
よ
り
、
体

を
動
か
す
と
考
え
た
方
が
い

い
で
す
。
た
と
え
ば
、
散
歩

や
ラ
ジ
オ
体
操
、
テ
レ
ビ
体

操
な
ど
で
も
一
定
の
時
間
以

上
行
え
ば
立
派
な
運
動
に
な

松尾 怜くん

よい歯で
歯ッピー

り
ま
す
。
大
切
な
の
は
毎
日

継
続
し
て
行
う
こ
と
。

②
が
ん
ば
り
す
ぎ
は
危
険

　

や
り
す
ぎ
て
疲
れ
を
残
す
よ

う
な
運
動
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
経
口
血
糖
降
下
薬
や
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
に
よ
る
治
療
を

受
け
て
い
る
人
の
場
合
、
頑
張

り
す
ぎ
る
と
低
血
糖
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
空
腹
時
に
運

動
し
た
と
き
も
低
血
糖
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
空
腹
時

の
運
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
：
健
康
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
〉

　

妊
娠
し
て
い
る
人
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
23
日
水　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

■
内
容

・
妊
娠
中
の
か
ら
だ
に
つ
い

て
知
ろ
う

・
母
乳
栄
養
に
つ
い
て
知
ろ
う

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う

■
持
ち
物　

母
子
手
帳
、
エ

マ
タ
ニ
テ
ィ

教
室
を
開
催

プ
ロ
ン

■
場
所　

保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
２
階

■
申
し
込
み　

実
施
日
の
４

日
前
ま
で　

■
申
込
先　

健
康
課　

℡
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

公立野辺地病院看護師募集
　平成 23 年度採用の公立野辺地病院看護師の採用試験を
随時行います。受験を希望する人は申し込んでください。
■職種　看護師
■採用予定人員　若干名
■受験資格　有資格者および 23 年 3 月までに資格取得見
込みの人
■試験の種類　小論文・面接
■試験日　応募者全員に文書で通知します
■応募方法など　下記の書類を公立野辺地病院管理課ま
で、郵送または持参してください
①自筆履歴書 ( 上半身脱帽写真貼付・市販用紙可 )　１通
②看護師免許証の写し、成績証明書・卒業証明書または
卒業見込証明書、健康診断書 ( 官公立医療機関のもの ) 各
１通
■ 応募期限　22 年度中随時
■応募・問い合わせ先
〒 039 － 3141　青森県上北郡野辺地町字鳴沢９－ 12
北部上北広域事務組合　公立野辺地病院　管理課
℡ 0175（64）3211（内線 512）

　一生自分の歯で楽しい食事と健康的
な生活を目標に 8020 運動を展開して
います。80 歳で 20 本の歯を残すには、
毎日のケアが大切です。
　毎日の歯磨きと定期的な歯科検診
で、歯の健康づくりを始めてみません
か。

たばこは健康に悪影響を与えます。禁
煙はがん、循環器病などの生活習慣病
を予防する上で重要です。

禁煙週間　5 月 31 日～ 6 月 6 日

5 月 31 日は
世界禁煙デー

広げよう
噛むから始まる

健康づくり
6 月 4 日～ 10 日は歯の衛生習慣です

　大切な人を自死で失うのは、とてもつらいこ
とです。つらい気持ちを誰にも話せなかったり、
自分自身を責め続けたりしていないでしょうか。
　「つどい」は、大切な人を亡くした同じ思いを
抱えている人が集まり、自分の体験や思いを心
おきなく、ありのままに話せる安心な場所です。
①６月５日土　県民福祉プラザ４階
②７月 10 日土　八戸駅ユートリー４階
■時間　午後１時半～３時半
■内容　つどい
■対象　自死で家族・友人、恋人など大切な
人を亡くした人
■問い合わせ・申込先
青森県立精神保健福祉センター
℡０１７（７８７）３９５１

自死遺族のつどい
―大切な人を亡くしたあなたへ―
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春
季
歩
け
歩
け
運
動
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
期
日　

６
月
13
日
日

■
場
所　

東
通
村
尻
屋
崎　

■
募
集
人
数　

80
人

■
申
込
み
先　

社
会
教
育
課

（
中
央
公
民
館
内
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
２
０
）

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

平
成
22
年
度
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
６
月
30
日
水
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
車
検
の
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証

と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
ま
し

ょ
う
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

県
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　

http

：//w
w

w
.pref.aom

ori.
lg.jp/life/tax/top.htm

l

　

仙
台
国
税
局
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
は
国
の
財
政
を
支

え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
国

税
局
や
税
務
署
で
調
査
・
検
査

や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

■
受
験
資
格

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
受
験
申
込
受
付
期
間

６
月
22
日
火
か
ら
29
日
火
ま
で

■
受
験
申
込
書
の
請
求

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院

東
北
事
務
局

■
試
験
日
お
よ
び
試
験
種
目

○
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
適

性
試
験
・
作
文
試
験
）
９
月
５
日
日

○
第
２
次
試
験
（
人
物
試
験
・

身
体
検
査
）
10
月
14
日
木
か
ら

21
日
木
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る

日

問
人
事
院
東
北
事
務
局　

℡
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

ま
た
は
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

℡
０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

■
改
正
点
そ
の
１

①
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

労
働
者
は
、「
短
時
間
勤
務
制
度

（
１
日
６
時
間
）」
や
「
残
業
の

免
除
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す

②
子
の
看
護
休
暇
制
度
は
、
小

学
校
就
学
前
の
子
が
１
人
で
あ

れ
ば
年
５
日
、
２
人
以
上
で
あ

れ
ば
年
10
日
利
用
で
き
ま
す

■
改
正
点
そ
の
２

①
両
親
が
共
に
育
児
休
業
を
取

得
し
た
場
合
、
休
業
の
取
得
期
間

が
１
歳
２
カ
月
ま
で
（
最
長
取
得

期
間
は
１
年
間
）
と
長
く
な
り
ま

す
（
パ
パ
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）

②
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
の
出
生

後
８
週
間
以
内
に
育
児
休
業
を

取
得
し
た
場
合
、
再
度
の
育
児

休
業
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
す

③
お
母
さ
ん
が
専
業
主
婦
や
育

児
休
業
中
で
も
、
お
父
さ
ん
も

育
児
休
業
が
取
得
で
き
ま
す

■
改
正
点
そ
の
３

介
護
休
暇
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

す
（
要
介
護
状
態
の
家
族
が
１

人
で
あ
れ
ば
年
５
日
、
２
人
以

上
で
あ
れ
ば
年
10
日
ま
で
休
暇

を
利
用
で
き
ま
す
）

■
改
正
点
そ
の
４

①
育
児
休
業
な
ど
に
関
す
る
労

使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
紛
争
解
決

援
助
制
度
を
利
用
で
き
ま
す

②
法
違
反
企
業
に
対
す
る
企
業
名

の
公
表
制
度
や
、
労
働
局
長
の
報

告
の
求
め
に
応
じ
な
か
っ
た
り
と

虚
偽
の
報
告
を
し
た
企
業
に
対
す

る
過
料
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
改
正
内
容
の
う
ち
、「
改
正

点　

そ
の
１
」の
①
お
よ
び「
改

正
点　

そ
の
３
」
は
、
従
業
員

規
模
が
１
０
０
人
以
下
の
企
業

は
平
成
24
年
７
月
１
日
施
行

問
青
森
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
２
１
１

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
は
、

航
空
自
衛
隊
な
ら
び
に
三
沢
基

地
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
三
沢
基
地
周
辺
の
住

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
航

空
自
衛
隊
機
へ
の
体
験
搭
乗
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

８
月
１
日
日

■
場
所　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
健
康

な
人
で
三
沢
基
地
周
辺
市
町
村

在
住
者

■
内
容　

航
空
自
衛
隊
大
型
輸

送
ヘ
リ
「
Ｌ
Ｈ
―
47
Ｊ
」
の
体

験
搭
乗
（
約
15
分
程
度
）

■
募
集
人
員　

約
１
０
０
人

■
応
募
要
領　

往
復
ハ
ガ
キ
に

次
の
事
項
を
明
記
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

①
住
所

②
搭
乗
希
望
者
全
員
の
氏
名
お

よ
び
フ
リ
ガ
ナ

③
年
齢

④
職
業

⑤
電
話
番
号

■
申
込
期
限　
６
月
25
日
金
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
３
―
８
６
０
４

三
沢
市
後
久
保
１
２
５
―
７　

第
３
航
空
団
司
令
部
監
理
部
渉

外
室
広
報
班

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

■
運
動
の
目
的

運
転
者
や
広
く
県
民
に
対
し
、

全
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
義
務
の
周
知
と
、
シ
ー

　4 月の農業委員会定例総会が
4 月 20 日、中央公民館和室で
開かれ、下記案件が原案通り議
決・承認されました。
■議案第 13 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

　　　　　　3 件　21,046㎡
■議案第 14 号　農地法第 5 条
の規定による許可申請について
　　　　　　　１件　4,706㎡

■議案第 15 号　農用地利用集
積計画（案）について

　　　　　２件　10,671㎡
■報告第 3 号　農地法第 5 条
の規定による届出について

１件　5,151㎡
＊総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

問農業委員会事務局
☎ 0175（72）2111（内線 273）

ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
の
徹
底
を
呼
び
か
け
、

着
用
率
の
向
上
と
正
し
い
着
用

の
普
及
啓
発
を
図
る

■
運
動
の
期
間

６
月
１
日
火
か
ら
30
日
水
ま
で

の
１
カ
月
間

■
運
動
の
重
点

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

の
周
知
と
着
用
の
徹
底

②
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と

座
席
へ
の
正
し
い
取
付
け
の
徹
底

■
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況

○
平
成
21
年
中
の
青
森
県
内
の

交
通
事
故
死
者
数
50
人
の
う

ち
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
は

23
人
、
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非

着
用
者
は
11
人
（
約
48
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
非
着
用
死
者
11
人
の
う
ち
４

人
（
約
36
％
）
は
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

き
（
平
成
21
年
度
の
確
定
保
険

料
と
22
年
度
の
概
算
保
険
料
等

の
申
告
・
納
付
手
続
き
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。）
を
行
う
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

　

22
年
度
の
申
告
・
納
付
期
間

は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
12
日

で
す
の
で
、
早
め
に
近
く
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
な
ど
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
青
森
労
働
局
総
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
４
５

農業委員会だより

　第 18 回青森県民駅伝競走大
会（9 月 5 日開催）出場の六ヶ
所村チーム編成選手を募集しま
す。選考会を下記のとおり行い
ますので、多数の申込みをお待
ちしています。
■１回目　6 月 9 日水
午後６時 30 分スタート
■２回目　6 月 27 日日
午前 10 時スタート
■場所　大石総合運動公園
■選考距離
○男子（一般・高校・中学）
　3000 メートル
○女子（一般・高校・中学）
　2000 メートル
■申込期限　
１回目　6 月 7 日月
２回目　6 月 21 日月
■申込み、問い合わせ先
青森県民駅伝実行委員会事務局

（教育委員会社会教育課内）
担当：藤谷
☎ 0175（72）2111（内線 514）

青森県民駅伝
六ヶ所村チーム

選手を募集

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験
の
お
知
ら

せ

改
正
育
児
・
介
護
休
業

法
が
６
月
30
日
に
本
格

施
行

自
衛
隊
航
空
機
の
体
験

搭
乗
者
募
集

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

泊地区ふれあいセンター機械警備業務委託 ㈲北東ビル管理 110 万 2500 円

庁舎等夜間警備業務委託 ㈲北東ビル管理 1134 万円

下水道施設機械警備業務委託 ㈲北東ビル管理 77 万 7000 円

教育委員会管理施設機械警備業務委託 ㈲北東ビル管理 740 万 2500 円

ゆとりの駐車帯清掃業務委託 総合技研㈱ 91 万 3500 円

庁舎等日常清掃業務委託 ㈱北大管財 504 万円

教育委員会管理施設清掃業務委託（その１） ㈲北東ビル管理 477 万 9810 円

尾駮診療所・保健相談センター清掃業務委託 ㈲北東ビル管理 477 万 7500 円

六ヶ所村中地区家庭ごみ収集運搬業務委託 大道運輸㈱ 1659 万円

六ヶ所村南地区家庭ごみ収集運搬業務委託 ㈲平成運送 1659 万円

六ヶ所村北地区家庭ごみ収集運搬業務委託 ㈲ひまわり 1727 万 2500 円

教育委員会管理施設浄化槽維持管理業務委託 黒松共同企業体 426 万 3000 円

公営住宅外１浄化槽維持管理業務委託 総合技研㈱ 177 万 4500 円

教育委員会管理施設消防設備保守点検業務委託 ㈲三晃ビルサービスセンター 229 万 2150 円

高齢者無料入浴事業送迎バス運行業務委託 上北観光バス㈱ 901 万 7400 円

平成 22 年度「広報ろっかしょ」印刷業務 協同印刷工業㈱ 198 万 1980 円

教育用電子情報ボード等購入（その１） ㈲二本柳書店 1785 万円

教育用電子情報ボード等購入（その２） 六一商事 1365 万円

教育用電子情報ボード等購入（その３） ㈱佐々木商店 1757 万 7000 円

教育用電子情報ボード等購入（その４） ㈲ナスコ 1227 万 4500 円

庁舎前環境維持管理業務委託 葛西産業㈱ 456 万 7500 円

庁舎等定期清掃業務委託 ㈲北東ビル管理 347 万 5500 円

平成 22 年度六ヶ所村議会だより印刷業務 東奥マイクロシステム㈱ 77 万 7000 円

入札結果を公表します（平成 22 年 3・4 月入札分）

問財政課　☎ 0175-72-2111（内線 244）

自
動
車
税
が
コ
ン
ビ
ニ

で
納
め
ら
れ
ま
す

尻
屋
岬
港
か
ら
尻
屋
崎

灯
台
周
辺
を
散
策
し
ま

せ
ん
か

平
成
22
年
度
の
労
働
保

険
の
年
度
更
新
手
続
き

に
つ
い
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
月
間
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村
は
、
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

家
族
介
護
者
交
流
事
業
を
行
い

ま
す
。

■
日
程　

６
月
25
日
金
～
26
日

土
１
泊
２
日

■
行
程　

十
和
田
湖
方
面

■
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
約
20
人

■
費
用　

昼
食
代
だ
け
自
己
負
担

問
○
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー　
　

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

○
六
ヶ
所
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
８
８
６

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
尚

祐
の
里　

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
０
４
０

　

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
は
、

▽
身
体
障
害
者
を
巡
回
し
て
医

学
的
判
定
を
行
う
▽
そ
の
更
正

に
必
要
な
総
合
的
相
談
に
応
じ

る
▽
社
会
的
更
正
の
方
途
を
指

導
し
、
援
護
の
万
全
を
期
す
る

―
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
対
象
者

○
新
規
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
る
た
め
診
査
を
必

要
と
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定

を
必
要
と
さ
れ
た
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程

度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
人

○
補
装
具
の
処
方
を
必
要
と
す

る
人

※
①
当
日
の
診
査
だ
け
で
は
判

定
が
困
難
な
場
合
（
障
害
児
の

聴
力
の
測
定
な
ど
）、
指
定
医

師
の
い
る
医
療
機
関
を
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
②
脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
、

脳
梗
塞
な
ど
）
に
よ
る
障
害
の

診
査
は
、
発
症
か
ら
３
カ
月
以

上
を
経
過
し
て
い
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
③
介
護
保
険
で
貸
与
さ
れ
る

福
祉
用
具
の
種
目
と
共
通
す
る

補
装
具
（
車
い
す
・
レ
デ
ィ
メ

イ
ド
、
歩
行
器
、
歩
行
補
助
つ

え
）
は
、
介
護
保
険
か
ら
の
貸

与
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

※
④
電
動
車
い
す
、
座
位
保
持

装
置
お
よ
び
特
例
補
装
具
の
処

方
を
要
す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

※
⑤
義
肢
・
装
具
お
よ
び
車
い

す
に
つ
い
て
、
複
雑
な
処
方
を

要
す
る
も
の（
骨
格
構
造
義
肢
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
た
は
モ
ジ

ュ
ラ
ー
方
式
に
よ
る
車
い
す
の

新
規
処
方
な
ど
）は
除
き
ま
す
。

■
受
診
者
が
持
参
す
る
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
所
有
者

だ
け
）

②
印
鑑

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

　

来
場
す
る
場
合
は
、
事
前
に
福

祉
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
地
上
の
太
陽
」
で
あ
る
核
融

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
早
期
実
現
の

た
め
の
研
究
開
発
施
設
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
の

目
的
や
役
割
を
広
く
村
民
の
皆

さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

施
設
を
一
般
公
開
し
、
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
10
日
土
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

独
立
行
政
法
人　

日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
青
森

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
六
ヶ

所
村
大
字
尾
駮
字
表
舘
２
―

１
６
６
）

■
内
容

・
原
型
炉
Ｒ
＆
Ｄ
棟
、
計
算
機
・

遠
隔
実
験
棟
、
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
／

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｄ
Ａ 

開
発
試
験
棟
の
各

施
設
の
公
開
、
研
究
活
動
紹
介

・
楽
し
い
科
学
実
験
教
室
、
む

つ
科
学
技
術
館
移
動
展
示
な
ど

・
参
加
者
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構　

青
森
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー　

管
理
部

☎
０
１
７
５
（
71
）
６
５
０
０

（
代
表
）

Fax
０
１
７
５
（
71
）
６
５
０
１

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
地

域
社
会
お
よ
び
国
際
社
会
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
と
し
て
高
校
生
を
対
象
に
他

国
と
の
間
で
交
換
留
学
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
次
の
内
容
に
よ
り

本
村
に
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
学

生
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
家
庭

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
入
期
間　

平
成
22
年
８
月

中
旬
～
23
年
７
月
初
旬

■
受
入
留
学
生　

１
人

■
募
集
フ
ァ
ミ
リ
ー
数　

３
～

４
家
族
（
１
家
族
当
た
り
３
カ

月
程
度
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

■
費
用
負
担　

学
校
お
よ
び
日

常
生
活
な
ど
に
か
か
る
費
用
に

つ
い
て
は
六
ヶ
所
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
負
担

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
目
的　

　

留
学
生
が
一
般
家
庭
で
家
族

の
一
員
と
し
て
日
常
生
活
に
触

れ
る
こ
と
で
、
よ
り
身
近
に
日

本
文
化
を
理
解
す
る
。
多
く
の

村
民
の
皆
さ
ん
と
留
学
生
と
の

異
文
化
交
流
を
推
進
す
る

■
受
け
入
れ
学
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

家
族
介
護
者
交
流
事
業

参
加
者
募
集

中
なかぐき

岫　奏
そうすけ

輔（賢悟）平沼　

柴
しばた

田　大
たいし

史（尚宏）三沢市

小
こいずみ

泉　　杏
あん

（徹）　　千歳平

鈴
すずき

木　恋
こいね

音（啓玄）尾駮レイクタウン

祐
すけかわ

川　紫
しおん

音（篤）　　泊

中
なかむら

村　　桜
さら

（順一）泊

福
ふくおか

岡　　凜
りん

（勝則）千歳

上
かみくぼ

久保悠
ゆうせい

成（昌幸）尾駮浜

六ヶ所村の人口
（4 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,966 ＋ 28
女 5,293 ＋ 6
計 11,259 ＋ 34
世帯数 4,472 ＋ 39

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

高梨　智之　　　（泊）

工藤　奈々　　　（泊）

山崎　秀治　　　（尾駮）

中村　晃子　　　（出戸）

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
工藤　良八　81 才（二又）

小倉千賀子　30 才（埼玉県）

種市　三男　78 才（泊）

舘　　ヒメ　83 才（泊）

能登　きわ　88 才（泊）

角田はるゑ　78 才（千歳平）

目代　よし　89 才（泊）

4 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square
○
出
身
国　

ア
メ
リ
カ　

ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ン
州

○
名
前　

デ
リ
ッ
ク　

ジ
ョ
セ

フ
君
（
17
歳
）

○
通
学
先　

六
ヶ
所
高
等
学
校

問
株
式
会
社
シ
ー
ビ
ー
エ
ス 

六

ヶ
所
事
業
所
内
六
ヶ
所
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
事
務
局　

担
当
：
坂
本

☎
０
１
７
５
（
71
）
０
２
３
４

　

家
庭
内
暴
力
や
離
婚
問
題
な

ど
家
庭
の
も
め
ご
と
、
セ
ク
シ

ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
騒
音
な

ど
近
所
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子
ど

も
の
い
じ
め
な
ど
、
身
近
な
困

り
ご
と
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
４
日
金

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　

平
沼
支
所

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー
施
設

を
一
般
公
開
し
ま
す

障害名 実施月日 受け付け時間 診査時間 会　場

聴覚障害
（平衡機能障害
を除く）

7月 5日月 13時 15分～
14時 45分

13時 30分～
15時 30分

野辺地町
健康増進センター

肢体不自由
7月 13日火 8時 45分～

11時
9時 30分～
12時

野辺地町　
健康増進センター

7月 16 日金 8時 45 分～
11 時

9時 30 分～
12 時

三沢市
総合社会福祉センター

○身体障害者巡回診査日程

講座名・人数 実施日・時間 講師 ○準備するもの
  ●材料費 ( 実費 )

中級パッチ
ワーク教室

20 人

6 月 30 日、
7 月 14・28 日、
8 月 18 日、
9 月 1・15・29 日

（いずれも水）
10 時～ 13 時

中島育子先生

○工作用紙（厚紙）、筆記用具、
　裁縫道具

●～ 5,000 円程度

ガーデニン
グ教室

20 人

7 月 23 日、8 月 26 日、
9 月 24 日、10 月 22 日、
11 月 26 日
10 時～ 13 時

出町　勉先生
○エプロン、ゴム手袋

●毎回 2,500 円程度

パン作り
教室

12 人

8 月 25 日、
9 月 30 日は 10 時～ 13 時

10 月 31 日は 12 時～ 15 時

富樫とめ先生
○エプロン、ハンドタオル

● 1,000 円～ 2,000 円

エアロビ
教室

20 人

7 月 1・8・22・29 日、
8 月 19・26 日、
9 月 9・16 日、
10 月 7・14 日

（いずれも木）
18 時 30 分～ 20 時

山本直子先生

○動きやすい格好、すべりに
くいシューズ、スポーツタオ
ル、飲み物

●無料

ピラティス
教室

15 人

7 月 15 日、8 月 5 日、
9 月 2・30 日、10 月 21 日
18 時 30 分～ 20 時

（いずれも木）

山本直子先生

○動きやすい格好、ヨガマッ
ト（大き目のバスタオル可）、
スポーツタオル、飲み物
●無料

ステンドグ
ラス教室

10 人

10 月 18・25 日
10 時～ 13 時 小林静子先生

○エプロン、軍手、薄手のゴ
ム手袋、はさみ

●～ 2,500 円程度

エコクラフ
ト教室

20 人

9 月 7・14・21・28 日、
10 月 5・12・19 日

（いずれも火）
10 時～ 13 時

柴田純子先生

○洗濯ばさみ、キッチンばさ
み、ボンド、メジャー、鉛筆、
消しゴム

●１作品 1,500 円程度

平成 22 年度中央公民館講座
　受講生募集

中央公民館講座の受講生を下記のとおり募集します。
豊かな趣味と仲間づくりを目指し、皆さんの多数の参加をお待ちしています。
※受講者が少ない講座は開催しないことがあります。友人を誘ってぜひ参加してく
ださい。
■受講料　無料
■場所　六ヶ所村立中央公民館
■対象者　六ヶ所村在住および在勤の人（保護者同伴の場合は小中高生の参加可）
■申込期限　６月 21 日月
■申込先　六ヶ所村立中央公民館　担当：高田（電話・FAX　可）
　　　　　☎ 0175-72-2111（内線 515）　Fax 0175-72-2246

身
体
障
害
者
巡
回
審
査

の
お
知
ら
せ

交
換
留
学
生
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
け
入
れ
フ
ァ
ミ

リ
ー
募
集

人
権
相
談
所
を
開
設



20Rokkasho●2010-621 Rokkasho●2010-6

      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

Hot
Corner

round 21

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介日・曜 行事名 時　間 場　所

1 火

2 水
フラダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊地区ふれあいセンター

3 木 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊地区ふれあいセンター

4 金 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊地区ふれあいセンター

5 土 上北郡総合体育大会（六戸町）　〈村の選手が出場します〉

6 日 上北郡総合体育大会（六戸町）　〈村の選手が出場します〉

7 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

8 火
6 カ月児健診 受付  ９:30 ～ 9:45 保 健 相 談 センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

9 水 栄養教室 9：30 ～ 12：00 保健相談センター

10 木

11 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

12 土 ダン・タイ・ソン　ピアノリサイタル 14：30 開場 ス ワ ニ ー

13 日 春季歩け歩け運動（東通村）　〈募集記事は P16〉 東 通 村

14 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

15 火

16 水
フラダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

森のくまさんのおはなし会〈3 ～ 5 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

17 木

1 歳児健診 受付  ９:30 ～ 12:00 保 健 相 談 センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

森のくまさんのおはなし会〈0 ～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

18 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 センター

19 土 　

20 日 爆笑芸人お笑いネタバトル 13：00 開場 ス ワ ニ ー

21 月
５歳児発達相談会 受付 12:45 ～ 13:00 保 健 相 談 センター

スワニー、郷土館、図書館休館日

22 火

23 水 マタニティ教室 10：30 ～ 13：00 保 健 相 談 センター

24 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

25 金

26 土

27 日

28 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

29 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保 健 相 談 センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相 談 センター

30 水 フラダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

 村のスケジュール6 月

例年、フェスティバル前に散る大石総合運動公園の桜。今年は春から気温が低かった影響で桜の開花が遅く、フェスティバルのときに
咲き始めました。桜越しに見る花火は風情がありました○きれいだなぁと思いつつ、「遅咲きの大石の桜も地球温暖化の影響かな…？」
と昨今の異常気象と重ねてしまいます○「六ヶ所村次世代エネルギーパーク」が開業しました。エネルギー問題へ興味を持つとともに、
自分にできる地球温暖化対策を実践していこうと思います○花々が咲き誇る季節になりました。朝夕はまだ冷え込むので、きりりとし
た空気が高瀬川越しの八甲田山を浮かび上がらせます。水の青と山の緑、そして鮮やかな花の色…。村が美しく映る季節です（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　タテジマのユニフォームを脱ぐ時は野球を
やめるとき−。引退を「決断」するまでの葛
藤、チームメイトとの絆、球団との話し合い、
そして阪神愛…。元阪神タイガース・赤星憲
広が初めて明かす、心の叫びのすべて。

決断

赤星　憲広著

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

　そこは、世界にただひとつの完結した場所
だった。どこまでも孤立しながら、孤独に染
まることのない場所だった−。待望の書き下
ろし長編小説、第３弾。

１Q84

村上　春樹 著

　4 カ月で 105 ｋｇの体重が 54 ｋｇに！ 朝
食には黒豆と豆腐、昼食は GI 値に注意、夕
食は軽く、そして週に３回モールウォーキン
グをするだけ。肌はスベスベ、便秘も解消す
る「黒豆ダイエット」の実践法を伝授。

毒出し黒豆ダイエット　

チョン・ジュヨン著

　少量でも塩分控えめでもおいしい、手作り
漬け物を紹介。梅干し、らっきょう漬け、白
菜キムチなど、定番の漬け物は、写真つきで
手順を追ってくわしく解説。初心者でもでき
る手軽で失敗の少ない方法を教えます。

失敗しない
梅干し漬物

今泉　久美著

　

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
関
係
の
研
究
者
で
妻
の

ヴ
ァ
レ
リ
ー
さ
ん
と
昨
年
９

月
に
来
村
。
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー

さ
ん
も
同
じ
く
研
究
者
の
夫

ヤ
ニ
ッ
ク
さ
ん
と
と
も
に
９

月
か
ら
村
に
住
ん
で
い
る
。

　

こ
の
教
室
開
設
は
ミ
シ
ェ

ル
さ
ん
の
発
案
。「
教
室
を

通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
を

伝
え
た
い
。
わ
た
し
た
ち
も

日
本
語
を
も
っ
と
覚
え
た
い

で
す
」
と
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
。

ヴ
ァ
レ
リ
ー
さ
ん
は
「
フ
ラ

ン
ス
の
歌
が
好
き
、
旅
行
に

役
立
て
た
い
な
ど
、
気
軽
に

興
味
を
持
っ
て
学
ん
で
欲
し

い
」
と
笑
顔
。

　

教
室
は
毎
週
木
曜
日
の
午

後
６
時
30
分
か
ら
１
時
間

ス
ワ
ニ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
。生
徒
は
現
在
20
人
ほ
ど
。

ヴ
ァ
レ
リ
ー
さ
ん
は
「
日
常

生
活
、
旅
行
な
ど
で
役
立
つ

簡
単
な
表
現
を
主
に
教
え
た

い
」
と
話
す
。
英
語
、
ド
イ

ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
、

多
様
な
外
国
語
教
室
が
開
か

れ
て
い
る
中
で
、
フ
ラ
ン
ス

語
は
生
徒
数
が
比
較
的
多
く

人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

教
室
は
と
て
も
和
や
か
。

先
生
や
生
徒
た
ち
は
、ミ
シ
ェ

ル
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
オ
リ

ビ
エ
、
ニ
コ
ラ
な
ど
の
フ
ラ

ン
ス
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
。

こ
の
日
の
授
業
は
、
あ
い
さ

つ
か
ら
自
己
紹
介
ま
で
。
発

音
だ
け
で
な
く
目
を
見
て
に

こ
や
か
に
交
わ
す
あ
い
さ
つ

の
仕
方
が
身
に
つ
く
、
本
場

仕
込
み
の
授
業
だ
。「
く
つ
ろ

い
だ
雰
囲
気
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
生
徒
た
ち
は
と
っ
て

も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く

て
、
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い

ま
す
ね
」。
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
さ

ん
は
に
っ
こ
り
と
話
す
。

　

生
徒
の
沼
尾
桃
子
さ
ん

は
「
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ

た
フ
ラ
ン
ス
語
。
学
び
始
め

た
ば
か
り
で
す
が
、
仕
事
で

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
目
標

は
フ
ラ
ン
ス
語
の
本
が
読
め

る
よ
う
に
な
る
こ
と
」、
菊

池
ま
こ
さ
ん
は
「
こ
こ
で
本

場
の
フ
ラ
ン
ス
語
が
学
べ
る

こ
と
は
貴
重
な
こ
と
。
フ
ラ

ン
ス
へ
行
き
た
く
な
り
ま
す

ね
」
と
声
を
弾
ま
せ
る
。

　

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
フ
ラ

ン
ス
語
教
室
だ
け
で
な
く
、

き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
村
内
の

学
校
で
フ
ラ
ン
ス
文
化
も
紹

介
し
た
い
と
話
し
て
い
る
。

　

６
月
か
ら
は
ス
テ
フ
ァ

ニ
ー
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

教
室
を
続
け
て
い
く
。
３
カ

月
ほ
ど
帰
国
す
る
ヴ
ァ
レ

リ
ー
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
研
修
生
の
サ
ラ
さ

ん
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
さ
ん
が

新
た
に
加
わ
っ
た
。
今
後
は

毎
週
火
曜
日
６
時
30
分
か

ら
、
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北

の
国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
る
。

　

気
軽
に
楽
し
く
学
ぶ
本
場

の
フ
ラ
ン
ス
語
。交
流
の
輪
、

広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

フランス語教室。３人の先生と生徒たち（５月 13 日）

ヴァレリーさん（上）、ステファニーさん（右下）、ミシェルさんの授業
グループに分かれ少人数での丁寧な授業を受けることができる

＊フランス語教室の申し込みは国際交流課（℡ 0175（72）2111（内線 262）まで。

ミシェル・ヴァレリー・ステファニーの

フランス語教室
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「教室通じて、村民の皆さんと交流したい」。
ミシェルさん、ヴァレリーさん、ステファニーさんが
ボランティアでフランス語を始めた。
気軽に楽しい本場仕込みの授業で
交流の輪をどんどん広げている。

―気軽にフランス語を学んでみませんか。
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「ピピピ…、チッチィチィ…、チュチュ…」
初夏の尾駮沼は、鳥たちのコーラスで夜が明けます。
鳴きながら飛び上がるオオセッカ、真っ赤な口を大きく開けてさえずるオオヨシキリ、
突き出た草の先端で歌うコヨシキリ。
ここには、野鳥が奏でる音の風景があります。

伝えたい、六ヶ所の風景。
夏鳥の合唱

1_ ビジョ ビジョ とさえずり飛翔するオオセッカ（環境省：絶
滅危惧 IB 類）　2_ コヨシキリは、チッチィチィ、チュチュ、ジュ
ジュジュ、ピピピと多彩な鳴き声を聞かせてくれます。大きな
声で長く鳴くことも　3_ ギョギョシ ギョギョシ と騒がしく鳴
き立て、夜も鳴くオオヨシキリ

（写真提供：一戸一晃さん〈㈶環境科学技術研究所〉）
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